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学校等における新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

 

（１）児童生徒及び教職員の感染者の発生状況 

 

➀小学校のこれまでの状況【令和４年４月１日(金)～７月２９日(金)】 

 陽性者数累計 学級閉鎖累計 現在学級閉鎖中(7 月 29 日時点) 

児童 ３２７０人 
４１校 

１６９学級 

０校 

０学級 
教職員 １１４人 

合 計 ３３８４人 

※義務教育学校については、小学校には前期課程を含むものとする 

 

②中学校のこれまでの状況【令和４年４月１日(金)～７月２９日(金)】 

 陽性者数累計 学級閉鎖累計 現在学級閉鎖中(7 月 29 日時点) 

生徒 １４１７人 
２０校 

７３学級 

０校 

０学級 
教職員 ５３人 

合 計 １４７０人 

※義務教育学校については、中学校には後期課程を含むものとする 
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合計 4,854 人 

資料１ 
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（２）学校行事等について 

行事等 １学期の状況 ２学期の予定 

修学旅行 実施校なし 

 

 

 

９月から１２月の間に、小学校は

１泊２日で長崎、熊本方面、中学

校は２泊３日で京都、奈良、大阪

方面に行く予定 

運動会 

体育大会 

小学校６校 

中学校２３校 

義務教育学校１校で実施した。 

小学校４８校 

中学校５校で実施予定 

部活動 令和４年７月１日から県外の学校

との交流を認める 

地域の感染状況等を鑑み、今後の

対応について随時検討 

その他 

学校行事 

授業参観及び懇談会については、

多くの学校が実施したが、一部の

学校においては授業参観のみ又は

懇談会のみを実施した。 

自然の家等の体験活動について

は、泊又は日帰りで実施した。 

自然の家等の体験活動について

は、泊又は日帰りで実施予定 

小学校の見学遠足については、実

施予定 

中学校の文化発表会等における合

唱については、学校の実情に応じ、

感染症対策を講じた上で実施予定 

 

 

（３）「大分市立学校新型コロナウイルス感染症対策と教育活動に関するガイドライ

ン～『学校の新しい生活様式』～」に基づく感染症対策について 

 

①健康観察の徹底 

・家庭と連携した健康観察を徹底し、児童生徒と同居家族の健康状態を把握する。 

教職員についても同様とする。 

  ・発熱や倦怠感、喉の違和感などの風邪症状があり、普段と体調が少しでも異な

る場合には、自宅での休養を徹底する。レベル２及び３の場合は、同居家族に

同様の症状がみられる場合も、登校・出勤を控える。 

  

②換気 

・密閉回避のため、常時換気し、エアコン使用時においても換気を行う。 

  

③「密接」の場面への対応 

 ・身体的距離が十分とれないときや換気が不十分と思われる場などでは原則とし

てマスクを着用する。ただし、体育の授業や夏場の登下校時などマスクの着用

が不要な場面においては、熱中症対策を優先し、マスクを外すよう指導する。 
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 ④給食等の食事をとる場面での感染症対策 

・机を向かい合わせにしない、大声での会話を控えるなどの感染対策を継続する。 

なお、友達と楽しく食事をする「食育」の観点などを踏まえ、食事中であって

もマスクを着用した上での会話は差し支えないこととする。 

 

⑤各教科等 

 〇「ガイドライン」に基づき適切な感染症対策を行った上で実施する。 

 ・児童生徒の「接触」「密集」「近距離での活動」「向かい合っての発声」につい

て可能なものは避け、一定の距離を保ち、同じ方向を向くようにし、また回数

や時間を絞るなどして実施する。 

 ・特に感染リスクの高い教育活動については、実施について慎重に検討する。 

 

 

（４）感染者が判明した場合等の対応について 

 

①基本的方針 

 ・同一の学級において複数の児童生徒の感染が判明した場合に当該学級の学級閉

鎖を実施する。 

 

②学級閉鎖について 

・学級内で 1人目の感染者が判明した日を含めて３日以内に、新たに感染者が判

明した場合に、当該学級については、感染者の最終登校日の翌日から５日目ま

でを臨時休業（学級閉鎖）とする。 

 ※感染者の登校状況や学級内の感染状況等により、学級閉鎖とならない場合も

ある。 

 

 

（５）新型コロナウイルス感染症による偏見や差別への対応について 

学校においては、これまでどおり全教職員の共通理解の下、偏見や差別を許さな

い学校づくりを進めている。 

・偏見や差別を起こさないための対応や起きた場合の対応等を記した「学校（園）

における新型コロナウイルス感染症に関する児童生徒及びその家族に対する偏

見や差別への対応について」のチェックシートを学校へ送付し、周知徹底を図っ

ている。チェックシートの内容については、「ワクチンの接種」や「学級閉鎖時の

対応」、「マスクの着用」に関する項目を加えるなど、状況に応じて随時見直しを

行っている。 

・偏見や差別の解消に向けて、教職員が共通理解の下、チームとなって取り組むこ

とが重要であることから、人権・同和教育課及び人権・同和対策課が適宜、サポ

ートする相談支援体制を整えている。 
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（６）幼児教育・保育施設の感染者の発生状況 

 

①これまでの状況（令和４年４月１日（金）～７月２９日（金）） 

（子どもすこやか部調べ） 

 
陽性者数 

感染者の 

発生施設数 
臨時休園数 学級閉鎖数 

園 児 １６３８人 

２０３施設 ２施設 
４７施設 

８６学級 

保育士等 ３６９人 

合 計 ２００７人 

幼児教育・保育施設数：248 施設（私立幼稚園、附属幼稚園、ベビーシッター除く） 

  

 

 

②保育所等における新型コロナウイルスへの対応について 

   保育所等については、保護者が働いており、家に１人でいることができない年

齢の子どもが利用するものであることから、原則として開所とする。 

   本市においても、感染の予防に最大限配慮することが必要であり、保育所等の

園児や職員が罹患した場合や、地域で感染が拡大している場合には、施設と調整

の上、臨時休園（登園自粛、クラス閉鎖等）を行うとともに、園行事等について

は、換気やうがい・手洗いなどの感染拡大防止対策を徹底した上で実施するよう

通知している。 

 

 

 

陽性者数 延べ陽性者数 
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 ③就学前児のマスクの着用について 

   子どものマスク着用については、一律に求めず、施設の感染状況等に合わせた

対応を行うことを通知している。 

   なお、施設内に感染者が生じている場合などにおいて、施設管理者の判断によ

り、可能な範囲でマスクの着用を求める場合は、無理強いすることにならないよ

う、子ども一人ひとりの発達の状況や体調等を踏まえるとともに、熱中症予防を

十分に行う中で対応することについても、併せて通知している。 

 

 

（７）放課後児童クラブの感染者の発生状況 

 

これまでの状況（令和４年４月 1日（金）～７月２９日（金））  

   （子どもすこやか部調べ） 

 
陽性者数 

感染者の 

発生施設数 

臨時休所数 

(7 月 29 日時点) 

児 童 ４８０人  

６８施設 

 

０施設 
指導員 ３人 

合 計 ４８３人 

放課後児童クラブ数：70施設 

（児童育成クラブ 54 クラブ、民間放課後児童クラブ 16 クラブ） 



○ 学校の運動部活動は、・・・体⼒や技能の向上を図る目的以外にも、異年齢との交流の中で、⽣
徒同士や生徒と教師等との好ましい人間関係の構築を図ったり、学習意欲の向上や自己肯定感、
責任感、連帯感の涵養に資するなど、生徒の多様な学びの場として、教育的意義が大きい。

第１章 総則
第５ 学校運営上の留意事項
１ 教育課程の改善と学校評価，教育課程外の活動との連携等
ウ 教育課程外の学校教育活動と教育課程の関連が図られるように留意するものとする。特に，
⽣徒の⾃主的，⾃発的な参加により⾏われる部活動については，スポーツや文化，科学等に
親しませ，学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等，学校教育が目指す資質・能⼒の育
成に資するものであり，学校教育の一環として，教育課程との関連が図られるよう留意するこ
と。その際，学校や地域の実態に応じ，地域の⼈々の協⼒，社会教育施設や社会教育関係団
体等の各種団体との連携などの運営上の⼯夫を⾏い，持続可能な運営体制が整えられるよう
にするものとする。

中学校における部活動の現状と今後の在り方について

２ 大分市の取組１ 部活動の現状

（１）部活動の意義と位置付け（中学校学習指導要領）

（２）大分市⽴中学校部活動ガイドライン（平成30年12月）

「教育的意義の高い部活動を生徒にとって望ましい実施環境とする」という観点

に⽴ち、国のガイドライン及び県の⽅針に則り、地域、学校、競技種目、分野等に

応じた多様な形で最適に実施されることを目指し策定。

休養日と活動時間の設定

（３）⼤分市⽴学校における働き⽅改⾰推進計画

学期中休養日は、週当たり２日以上の休養日を設ける。平日は少なくとも１日、土曜日

及び日曜日は少なくとも１日以上を休養日とすること。

ただし、週末に大会等で活動した場合は他の日に振替え、休養日を確保すること。

活動時間は、平⽇で２時間程度、学校の休業⽇は３時間程度とすること。

令和3年2月策定

①学校徴収⾦の徴収・管理の効率化
②学校運営協議会等による学校運営の支援
③登下校の⾒守り及び夜間や休⽇の⾒守り(補導)の在り⽅の⾒直し

④部活動の在り⽅の⾒直し
⑤教職員研修の⾒直し
⑥教職員出退勤管理システムによる適正な勤務時間管理
⑦勤務時間外の電話対応の⾒直し
⑧スクールサポートスタッフの活用
⑨支援が必要な児童生徒・家庭への対応に係る体制整備
⑩調査・依頼事項等の精査・精選
⑪校務⽀援システム等による業務の電⼦化による効率化
⑫全市⼀⻫定時退勤⽇及び学校閉庁⽇の設定による働き⽅の⾒直し
⑬学校・保護者等間における連絡手段の電子化
⑭学校施設の使⽤許可に係る事務の⾒直し

中学校学習指導要領(2017年3月改訂､2021年度全⾯実施) －抜粋－

「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」（H30 スポーツ庁）（抄）

項 目 外部指導者 部活動指導員

法的⽴場 法律上の規定なし ⼤分市会計年度任⽤職員

職務
顧問等と連携・協⼒しながら部活動のコーチ
等として補助的に技術的な指導を⾏う。

部活動の顧問として技術的な指導を⾏
うとともに、⼤会や練習試合等への引率
及び監督を⾏う。

単独指導 不 可 可 能

単独引率
（ 市総体 市新人大会 ） 可 能

（県総体 九州・全国大会） 不 可
可 能

賃⾦等
謝礼⾦（任意）
年間４５，８００円

賃⾦ 時給１，１５９円
月３２時間以内、年間３３６時間以内

研修 義 務（１回以上） 義 務（２回以上）

（１）外部指導者と部活動指導員

（２）⼤分市⽴中学校運動部活動外部指導者⼈材バンクの設置（平成27年度〜）

○目的 専門的な技術・指導⼒を備えた地域のスポーツ経験者を外部指導者とし

て活用することにより、生徒の多様なニーズに応え、運動部活動の実施

体制の整備を図る。

○対象 ⼤分市⽴中学校の外部指導者として、学校教育活動に協⼒する者。

○登録 校⻑または競技団体⻑の推薦を受け登録する。

○登録期間 ３年

〇登録者数 （R4︓5月1日現在）

〇令和4年度登録者競技別内訳

陸上7 体操18 新体操14 水泳12 バレーボール20 バスケットボール13 サッカー12

軟式野球14 ソフトボール1 柔道16 剣道20 ソフトテニス21 卓球15 バドミントン24

ハンドボール14 空手道14 テニス12 フィギュアスケート2

資料２



中学校における部活動の現状と今後の在り方について

３ 国の動向

（３）部活動指導を希望する教員が休日も指導できる仕組みづくり（兼職兼業）

①根拠法令

・地方公務員法第38条 ・教育公務員特例法第17条

②労働時間

・時間外労働と休日労働の合計時間が単月100時間未満、複数月平均80時間以内

・勤務状況の把握（勤務報告書等）

③その他

・部活動ガイドラインを遵守した業務とする

（４）調査研究校における総合型地域スポーツクラブとの連携

中学校部活動改⾰サポート事業（部活動地域移⾏型）⼤分県事業

H30 R1 R2 R3 R4

部活動指導員数 18人 24人 28人 26人 29人

配置校数 12校 15校 17校 16校 16校

⼤分市⽴野津原中学校
・令和3年4月から、休日のみならず平日を含めた全ての運動部活動を段階的に総合型地域

スポーツクラブに移⾏

・中体連主催の大会については、引き続き学校部活動として参加

・休日の練習試合等はクラブの活動として参加

運営主体︓総合型地域スポーツクラブ（NPO法⼈七瀬の⾥Nスポーツクラブ）
活動場所︓野津原中学校（⽣徒数63人）
活動頻度︓平⽇4日、休日1日
競技種目︓硬式テニス、男⼦バスケットボール、⼥⼦バレーボール
指導者︓クラブの指導者 謝⾦︓1,600円/1時間
参加者︓25名 参加費︓0円

（３）部活動指導員の配置（平成30年度〜 運動部・文化部）

〇目 的 部活動指導員による単独指導と⼤会等への単独引率により、部活動の指導体制

の充実及び教員の部活動指導における負担軽減を図る。

〇任用 指導する競技に係る専門的な知識・技能と学校教育に関する⼗分な理解を有し、

校⻑の推薦をうけたもののうちから選考の上任用する。

〇指導者数と令和4年度部活動別内訳 （R4︓5月1日現在）

（１）中学校の運動部活動を取り巻く状況

○スポーツ庁発表資料より

○本市中学校の部員数と部活動数

（２）「運動部活動の地域移⾏に関する検討会議による提言」の概要、今後の課題

①概要

・休⽇の運動部活動から段階的に地域移⾏していくことを基本とする

・目標時期︓令和5年度から令和7年度末を目途

・平⽇の運動部活動の地域移⾏は、休⽇の地域移⾏の進捗状況等を検証し推進

②今後の課題

・地域での実施主体となるスポーツ団体等の整備充実

・指導者の確保と指導⼒の向上

・大会の在り方（参加資格の学校単位限定、教員の大会運営 等）

・地域での実施主体に支払う会費等の負担

・保険の在り⽅（地域移⾏後の補償内容の充実）

陸上1 バレーボール2 バスケットボール5 サッカー3 軟式野球1 柔道2 剣道2

ソフトテニス1 卓球4 空手道1 合唱3 茶道1 吹奏楽2 演劇1



総合型地域スポーツクラブは、⼈々が、⾝近な地域でスポ−ツに親しむ

ことのできる新しいタイプのスポーツクラブです。子供から高齢者まで
（多世代）、様々なスポーツを愛好する人々が（多種目）、初心者から
トップレベルまで、それぞれの志向・レベルに合わせて参加できる（多志
向）という特徴を持ち、地域住⺠により⾃主的・主体的に運営されるス
ポーツクラブです。
我が国における総合型地域スポーツクラブは、平成7年度から育成が開
始され、平成29年7月には、創設準備中を含め3,580クラブが育成されてい
ます。それぞれの地域において、スポーツの振興やスポーツを通じた地域
づくりなどに向けた多様な活動を展開し、地域スポーツの担い手や地域コ
ミュニティの核としての役割を果たしています。

校区・地区 校区・地区

会員数(R3.9.1時点) 会員数(R3.9.1時点)

①NPO法人

七瀬の里Ｎクラブ

野津原地区

549名
設立：平成16年4月29日

②ひしのみクラブ
⾦池、⻑浜、碩⽥校区

50名
設立：平成19年3月25日

③NPO法人

川添なのはなクラブ

川添校区

5,978名
設立：平成19年3月31日

④ＮＰＯ法人

わいわい夢クラブ

東大分校区

383名
設立：平成19年4月28日

259名
設立：平成20年3月23日

⑥ＮＰＯ法人

おおみちふれあい

大道校区

102名
設立：平成20年3月30日

⑦OZAI元気クラブ
大在地区

174名
設立：平成23年3月26日

⑨明ゆうクラブ
明野地区

71名
設立：平成23年3月26日

⑤ＮＰＯ法人

賀来衆倶楽部

賀来校区

⑩⻄の台あいあい

倶楽部

⻄の台校区

103名
設立：平成24年3月24日

⑪判田すこやか倶楽部
判田校区

65名
設立：平成25年3月16日

⑫NPO法人

わさだ夢クラブ

稙田校区

140名
設立：平成24年11月1日

⑬ＮＰＯ法人

滝尾百穴クラブ

滝尾地区

238名
設立：平成26年3月2日

63名
設立：平成29年3月23日

⑮東稙田地域

クローバークラブ

東稙田地域

310名
設立：平成29年4月1日

クラブ名 クラブ名

⑧みんなの明治クラブ
明治地区

238名
設立：平成23年3月26日

⑭佐賀関うみねこクラブ
佐賀関地区

中学校における部活動の現状と今後の在り方について

■総合型地域スポーツクラブとは

■大分市内の総合型地域スポーツクラブ


